
　・家庭的で温かみのある保育

　・一人ひとりの個性や主体性を大切にする保育

　・法人内児童発達支援施設等との連携による、発達段階に応じた保育

　・０歳児からの育ちに合わせた安全でおいしい給食

   ＊　入所する子どもの健全な心身の発達を図る

　◎　愛される保育所

　◎　親しまれる職員 をめざします。

　◎　信頼される保育

　３、あいさつのできる子

　４、ねばり強い子

   ＊　子どもの最善の利益を考慮のうえ、個性を大切にしながら

　　　楽しい保育所・信頼される保育所作りをめざす

　鹿児島市社会事業協会は、昭和３年に創立し、昭和２７年に社会福祉法
人としての認可を受けた、歴史のある法人です。
　当法人の保育園は、鹿児島市内に１４か園あり、その他にも、３障害児
通所支援、相談支援センター、やくし乳児院、北部親子つどいの広場、３
児童センターと児童福祉施設を中心とした施設を運営しており、経験豊富
な職員が、子どもの主体性を大切にしながら、家庭的な保育を行っており
ます。

　１、明るい元気な子

　２、優しい思いやりのある子

   ＊　保護者が安心して育児と仕事を両立できるように支援する

　家庭的な雰囲気の中で「心の安定」と「育ち」を大切に見守りながら、
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保育の理念

保育方針

保育目標

で遊ぶことを大切にします。

・子どもが心から安心できるような関わりをし

・体験の中で自ら気付き、学べるように見守り

ための環境づくり、生活の場づくりに努める
・子どもが気持ちよく、健やかに生活していく

・一人ひとりの個性を認め、それぞれのペース

ていくことで、心身の基礎を培います。

ことで、子どもの健康や安全を守ります。

ます。

協会保育園の特徴



・「おはよう！」と顔を合わせてごあいさつ！！　気持ちいいね。

・登園時、保育士は必ず一人ひとりの健康状態をチェックします。

　また、保護者の方から家での様子をお聞きし、その日の保育にあたります。

・各年齢に必要な栄養量を考え、季節や鹿児島の特色を生

　かして給食を提供しています。

・離乳食は、一人ひとりの月齢や家庭での状況に

　合わせて作ります。

・アレルギーのあるお子様には、個別の除去食

　などきめ細かな給食を提供しています。

　

・ 園庭での野菜作りや、親子クッキングなどを通して、食へ親しみ、食べ物を

大切にする心を育てています。

・ なるべく地元産の食材を使うとともに、食べ物が、健康な体づくりに大切で
あることをわかりやすく伝えます。

・各年齢に合った、お昼寝タイム。

・「おかえりなさい！きょうはこんなことをして遊び、学び
　ましたよ」保護者の方に情報を提供し、成長を喜びあっています。

　保育園の教育は、子どもが主体的に遊びを楽しみ、日常生活からたくさんの
　ことを学ぶことで、好奇心や探求心が育まれることを大事にしています。

登園 給食

お昼寝

お迎え

保育

保育園の保育は「養護」と「教育」が一体となっています。

健康な心と体を育て、自ら健康で
安全な生活を作り出す力を養います。

バランスのとれた食事や適度な運動に
より、生活のリズムや生活習慣を身につ
けることで、健康な心と体をつくります。

他の人々と親しみ、支えあって生活
するために、自立心を育て、人と関わ
る力を養います。

さまざまな年齢の友達との交流によって
社会性や思いやりの気持ちを育てます。

周囲の様々な環境に好奇心や探究心
を持って関わり、それらを生活に取り
入れていこうとする力を養う。

子どもが主体的に、身近な自然や人との
関わりに興味を持つための環境を整えてい
ます。

経験したことや考えたことなどを自分な
りの言葉で表現し、相手の話す言葉を聞こ
うとする意欲や態度を育て、言葉に対する
感覚や言葉で表現する力を養います。

友達などとの関わりの中で、話す力、聞く力
を育てます。

健 康

感じたことや考えたことを自分なりに
表現することを通して、豊かな感性や表
現する力を養い、創造性を豊かにします。

お絵かきやリズム遊び、ごっこあそびなど、
感じたことを自由に表現できる活動をたくさ
ん行っています。

《給食室で専門のスタッフが安全な食材を使い、栄養
バランスを大切にした給食を作っています。》

食育

《子どもの健やかな成長に欠かせない、お昼寝の時間
があります。》

《保育園での様子を、できるだけ詳しく保護者の
皆様にお伝えします。》

子育ての不安や、悩みはいつでもご相談ください。

一緒に考えて、解決の方法を見つけていきましょう！

そして、子育ての喜びも一緒に感じていきましょう！

養護 命を守り心を育てます。

教育 健康、人間関係、環境、言葉、表現の５領域で子どもの

発達を援助します。

環 境

人間関係

言 葉 表 現
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